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営農第一課から TEL73－9616

 

排
　
水
　
対
　
策

　
大
豆
栽
培
に
お
い
て
排
水
対
策
は
最
も
重
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

・
周
囲
作
溝
は
再
度
確
認
し
、
崩
れ
て
い
れ
ば
修

復
し
ま
し
ょ
う
。

・
弾
丸
暗
渠
は
麦
跡
地
で
も
再
度
施
工
し
て
く
だ

さ
い
。

・
中
溝
は
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
ぎ
排
水
を
良
好

に
し
ま
し
ょ
う
。

 

播
　
種
　
作
　
業

　
播
種
予
定
日
前
後
の

天
候
及
び
ほ
場
状
態
を

考
慮
し
、適
期
作
業
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
播
種
前
耕
起
は
、播

　
種
日
と
同
日
に
行
う

　
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
低
減
施
肥
設
計
に
お

取
組
み
の
方
は
令
和
７
年
産
稲
作
ご
よ
み
、
ま
た
は

現
地
指
導
会
資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
１
回
目
の
時
期
：

　
　
幼
穂
長
が
１
〜
２
㎜
の
時
期
（
出
穂
25
日
前
）

　
　
基
準
施
用
量
：
燐
加
安
４
０
３
　
15
㎏
／
10
a

●
２
回
目
の
時
期
：

　
　
１
回
目
の
７
〜
10
日
後

　
　
基
準
施
用
量
：
燐
加
安
４
０
３
　
15
㎏
／
10
a

●
基
肥
一
発
肥
料
の
場
合

　
基
肥
一
発
肥
料
（
ワ
ン
オ
ー
ル
６
４
０
）
で
葉
色

が
さ
め
た
場
合
、
燐
加
安
４
０
３
を
10
㎏
/
10
a

施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

●
時
期
：

　
　
幼
穂
長
が
１
〜
２
㎜
の
時
期 （
出
穂
25
日
前
）

　
　
基
準
施
用
量

　
　
※
肥
料
名
　
げ
ん
き
２
号
　
20
㎏
／
10
a

※「
つ
や
姫
」は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
出
穂
期
・
成
熟
期
は

同
じ
で
す
が
、コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
べ
て
草
丈
が
短

く
、葉
色
が
濃
い
の
が
特
徴
で
す
。（
幼
穂
形
成
期

の
葉
色
：
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
4
・0
〜
4
・5
）

●
１
回
目
の
時
期
：
幼
穂
長
が
５
㎜
の
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
出
穂
20
日
前
）

●
２
回
目
の
時
期
：
１
回
目
の
７
〜
10
日
後

ラクサー乳剤
パワーガイザー液剤 大豆バサグラン液剤

（は種後出芽前）
（大豆出芽揃期～大豆3葉期）

目安：は種後約2週間

（大豆2葉期～開花前）
目安：パワーガイザー散布の

10日～2週間後

　
田
植
え
作
業
は
概
ね
終
了
し
ま
し
た
。
４
月
下
旬

か
ら
５
月
上
中
旬
に
か
け
て
移
植
し
た
ほ
場
で
は
、

風
の
強
い
日
が
多
く
、
低
温
の
日
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
風
傷
み
・
植
傷
み
が
発
生
し
た
ほ
場
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
活
着
は
や
や
遅
れ
、
初
期
生
育
は

葉
齢
・
草
丈
は
平
年
並
み
で
す
が
、
茎
数
は
や
や
少

な
く
生
育
は
緩
慢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
水
管
理
に
よ
る
分
げ
つ
促
進
を
行
い
、
適

期
に
中
干
し
を
実
施
す
る
こ
と
で
有
効
茎
確
保
に
努

め
、
収
量
増
を
目
標
に
今
後
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
梅
雨
時
期
の
茎
数
確
保
対
策

　
日
照
が
少
な
く
、
昼
夜
温
格
差
の
小
さ
い
状
況
で

は
葉
が
長
く
な
り
や
す
く
（
徒
長
気
味
）、
分
げ
つ
が

取
り
に
く
く
（
茎
数
不
足
）
な
り
ま
す
。
晴
れ
た
日

は
浅
水
管
理
と
し
、
で
き
る
限
り
水
を
動
か
さ
な
い

よ
う
に
し
、
茎
数
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
中
干
し

つ
き
あ
か
り

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
20
本
／
株
程
度
に

な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

つ
や
姫

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
18
〜
20
本
／
株
程
度

に
な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
17
本
／
株
程
度
に

な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

き
ぬ
む
す
め

使
用
時
期
　
出
芽
直
前
〜
3
葉
期
ま
で

（
雑
草
発
生
始
期
〜
2
葉
期
）

※
大
豆
バ
サ
グ
ラ
ン
と
の
体
系
処
理

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
難
防
除
雑
草（
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
、

ヒ
ロ
ハ
フ
ウ
リ
ン
ホ
オ
ズ
キ
、
ホ
ソ

ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
）が
繁
茂
す
る
ほ
場
に

お
勧
め
し
ま
す
。

※
展
着
剤
の
加
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
微
量
で
イ
ネ
科
作
物
を
含
む
周
辺
作
物

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

ド
リ
フ
ト
に
十
分
注
意
し
て
散
布
し
て
下

さ
い
。

※
パ
ワ
ー
ガ
イ
ザ
ー
液
剤
は
、
は
種
後
2
週
間

を
目
安
に
計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ネ
科
雑
草
の
場
合（
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ

ビ
ラ
を
除
く
）

農
薬
名
　
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

薬
　
　量
　
2
0
0
〜
3
0
0
ｍL

散
布
液
量
　
通
常
散
布
50
〜
1
0
0
L
、
少
量
散
布
25
〜
50
L

使
用
時
期
　
雑
草
生
育
期（
イ
ネ
科
雑
草
の
3
〜
10
葉
期
）収
穫

　
　
　
　
　
30
日
前
ま
で

○
広
葉
雑
草
の
場
合

農
薬
名
　
大
豆
バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤（
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
）

薬
　
　量
　
1
0
0
〜
1
5
0
ｍL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

使
用
時
期
　
大
豆
の
2
葉
期
〜
開
花
前（
雑
草
の
生
育
初
期
〜

　
　
　
　
　
6
葉
期
）但
し
収
穫
45
日
前
ま
で

※
適
期
：
大
豆
4
葉
期
〜
5
葉
期（
播
種
後
30
日
ご
ろ
）

※
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
と
の
混
用
散
布
が
可
能
で
す
。（
液
剤
を

溶
い
て
か
ら
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
混
用
）

※
高
温
時
や
、
日
射
が
強
い
場
合
に
は
薬
害
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

※
使
用
時
期
は
大
豆
の
開
花
前
ま
で
、
散
布
時
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

基
準
施
用
量

営農ニュース営農ニュース
FARMING NEWSFARMING NEWS

水

　稲

◆
中
干
し
の
目
安

◆
溝
切
り

　
中
干
し
前
後
の
水
管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
す
。

　
専
用
の
付
属
品
や
機
械
が
必
要
で
あ
り
手
間
の
か

か
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
手
間
か
け
る
こ
と

に
よ
り
今
後
の
管
理
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

　
穂
肥
に
つ
い
て
は
慣
行
施
肥
設
計
（
体
系
施
肥
）

 

水
管
理
に
つ
い
て

 

◆
つ
き
あ
か
り
の
穂
肥
施
用

○肥料名　燐加安４０３
葉色

（カラースケール）
茎数

（１株当たり）
穂肥
１回目

穂肥
２回目

４.０以上４.５未満

４.５以上５.０未満

５.０以上

２０本未満
２０本以上
－
－
－

１０㎏
無施用
無施用
無施用
無施用

１０㎏
１５㎏
１５㎏
１０㎏
無施用

４.０未満

○ドローン専用追肥
肥料名 品種 施用量（㎏/10a） 窒素(kg)

つきあかり

コシヒカリ

1回目
2回目
1回目
2回目

1.76～2.2
1.76～2.2
1.32
1.32

4～5
4～5
3
3

ドローン
Ｎ４４

雑
　
草
　
対
　
策

　
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
減
収
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時

に
は
汚
損
粒
の
原
因
と
な
る
の
で
、
雑
草
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

○
播
種
直
後
の
除
草
剤
散
布（
新
規
採
用
）

農
薬
名
　
ラ
ク
サ
ー
乳
剤

薬
　
　量
　
4
0
0
〜
8
0
0
mL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

使
用
時
期
　
は
種
後
出
芽
前（
雑
草
発
生
前
）

※
播
種
日
に
除
草
剤
散
布
は
終
わ
ら
せ
る

※
砂
土
で
は
使
用
し
な
い
こ
と

※
除
草
効
果
面（
イ
ネ
科
・
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
・
タ
デ
類
等
）か
ら

　
8
0
0
mL
／
10
a
散
布
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
難
防
除
雑
草
対
策

農
薬
名
　
パ
ワ
ー
ガ
イ
ザ
ー
液
剤

薬
　
　量
　
2
0
0
〜
3
0
0
mL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

大

　豆

穂
肥
に
つ
い
て

 

◆
つ
や
姫
の
穂
肥
施
用

 

◆
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
肥
施
用

・
・
・
・
・

水

　稲

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
18
〜
20
本
／
株
程
度

に
な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
点
：
基
肥
一
発
型
肥
料
（
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
、

ツ
バ
メ
コ
ー
ト
Ｓ
Ｌ
Ｈ
20
な
ど
）
の
ほ
場

は
長
期
間
の
中
干
し
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。（
肥
効
が
変
化
す
る
た
め
）

排水が
良好なほ場

中干し期間 中干しの程度

排水が
悪いほ場

田面が軽く
ひび割れる程度

田面が強くひび割れ、
靴が汚れない程度

５～７日

７～１０日

※降雨が続く場合は中干しを長めに実施する。

播種量の目安

品　種

タマホマレ

サチユタカA1号

フクユタカ

播種時期

6月10日～6月30日

6月10日～7月10日

7月  1日～7月15日

播種量（10a）

3.5～4.5kg

5～6kg

4～5kg

品　種

タマホマレ

サチユタカA1号

フクユタカ

播種時期

6月20日～7月10日

6月20日～7月15日

7月  5日～7月20日

播種量（10a）

6～7kg

7.5～8.5kg

6～7kg

条間

80cm

80cm

80cm

条間

30cm

30cm

30cm

《慣行栽培》

《密植栽培》

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
18
〜
20
本
／
株
程
度

に
な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

コ
シ
ヒ
カ
リ

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
17
本
／
株
程
度
に

な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

き
ぬ
む
す
め

使
用
時
期
　
出
芽
直
前
〜
3
葉
期
ま
で

（
雑
草
発
生
始
期
〜
2
葉
期
）

※
大
豆
バ
サ
グ
ラ
ン
と
の
体
系
処
理

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
難
防
除
雑
草（
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
、

ヒ
ロ
ハ
フ
ウ
リ
ン
ホ
オ
ズ
キ
、
ホ
ソ

ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
）が
繁
茂
す
る
ほ
場
に

お
勧
め
し
ま
す
。

※
展
着
剤
の
加
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
微
量
で
イ
ネ
科
作
物
を
含
む
周
辺
作
物

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

ド
リ
フ
ト
に
十
分
注
意
し
て
散
布
し
て
下

さ
い
。

※
パ
ワ
ー
ガ
イ
ザ
ー
液
剤
は
、
は
種
後
2
週
間

を
目
安
に
計
画
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ネ
科
雑
草
の
場
合（
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ

ビ
ラ
を
除
く
）

農
薬
名
　
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

薬
　
　量
　
2
0
0
〜
3
0
0
ｍL

散
布
液
量
　
通
常
散
布
50
〜
1
0
0
L
、
少
量
散
布
25
〜
50
L

使
用
時
期
　
雑
草
生
育
期（
イ
ネ
科
雑
草
の
3
〜
10
葉
期
）収
穫

　
　
　
　
　
30
日
前
ま
で

○
広
葉
雑
草
の
場
合

農
薬
名
　
大
豆
バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤（
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
）

薬
　
　量
　
1
0
0
〜
1
5
0
ｍL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

使
用
時
期
　
大
豆
の
2
葉
期
〜
開
花
前（
雑
草
の
生
育
初
期
〜

　
　
　
　
　
6
葉
期
）但
し
収
穫
45
日
前
ま
で

※
適
期
：
大
豆
4
葉
期
〜
5
葉
期（
播
種
後
30
日
ご
ろ
）

※
ポ
ル
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
と
の
混
用
散
布
が
可
能
で
す
。（
液
剤
を

溶
い
て
か
ら
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
混
用
）

※
高
温
時
や
、
日
射
が
強
い
場
合
に
は
薬
害
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

※
使
用
時
期
は
大
豆
の
開
花
前
ま
で
、
散
布
時
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

基
準
施
用
量

営農ニュース営農ニュース
FARMING NEWSFARMING NEWS

水

　稲

◆
中
干
し
の
目
安

◆
溝
切
り

　
中
干
し
前
後
の
水
管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
す
。

　
専
用
の
付
属
品
や
機
械
が
必
要
で
あ
り
手
間
の
か

か
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
手
間
か
け
る
こ
と

に
よ
り
今
後
の
管
理
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

　
穂
肥
に
つ
い
て
は
慣
行
施
肥
設
計
（
体
系
施
肥
）

 

水
管
理
に
つ
い
て

 

◆
つ
き
あ
か
り
の
穂
肥
施
用

○肥料名　燐加安４０３
葉色

（カラースケール）
茎数

（１株当たり）
穂肥
１回目

穂肥
２回目

４.０以上４.５未満

４.５以上５.０未満

５.０以上

２０本未満
２０本以上
－
－
－

１０㎏
無施用
無施用
無施用
無施用

１０㎏
１５㎏
１５㎏
１０㎏
無施用

４.０未満

○ドローン専用追肥
肥料名 品種 施用量（㎏/10a） 窒素(kg)

つきあかり

コシヒカリ

1回目
2回目
1回目
2回目

1.76～2.2
1.76～2.2
1.32
1.32

4～5
4～5
3
3

ドローン
Ｎ４４

雑
　
草
　
対
　
策

　
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
減
収
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
時

に
は
汚
損
粒
の
原
因
と
な
る
の
で
、
雑
草
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

○
播
種
直
後
の
除
草
剤
散
布（
新
規
採
用
）

農
薬
名
　
ラ
ク
サ
ー
乳
剤

薬
　
　量
　
4
0
0
〜
8
0
0
mL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

使
用
時
期
　
は
種
後
出
芽
前（
雑
草
発
生
前
）

※
播
種
日
に
除
草
剤
散
布
は
終
わ
ら
せ
る

※
砂
土
で
は
使
用
し
な
い
こ
と

※
除
草
効
果
面（
イ
ネ
科
・
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
・
タ
デ
類
等
）か
ら

　
8
0
0
mL
／
10
a
散
布
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
難
防
除
雑
草
対
策

農
薬
名
　
パ
ワ
ー
ガ
イ
ザ
ー
液
剤

薬
　
　量
　
2
0
0
〜
3
0
0
mL

散
布
液
量
　
1
0
0
L

大

　豆

穂
肥
に
つ
い
て

 

◆
つ
や
姫
の
穂
肥
施
用

 

◆
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
肥
施
用

・
・
・
・
・

水

　稲

○
浅
水
管
理
を
行
い
、
茎
数
が
18
〜
20
本
／
株
程
度

に
な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
点
：
基
肥
一
発
型
肥
料
（
Ｏ
Ｋ
有
機
入
り
一
発
、

ツ
バ
メ
コ
ー
ト
Ｓ
Ｌ
Ｈ
20
な
ど
）
の
ほ
場

は
長
期
間
の
中
干
し
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。（
肥
効
が
変
化
す
る
た
め
）

排水が
良好なほ場

中干し期間 中干しの程度

排水が
悪いほ場

田面が軽く
ひび割れる程度

田面が強くひび割れ、
靴が汚れない程度

５～７日

７～１０日

※降雨が続く場合は中干しを長めに実施する。

播種量の目安

品　種

タマホマレ

サチユタカA1号

フクユタカ

播種時期

6月10日～6月30日

6月10日～7月10日

7月  1日～7月15日

播種量（10a）

3.5～4.5kg

5～6kg

4～5kg

品　種

タマホマレ

サチユタカA1号

フクユタカ

播種時期

6月20日～7月10日

6月20日～7月15日

7月  5日～7月20日

播種量（10a）

6～7kg

7.5～8.5kg

6～7kg

条間

80cm

80cm

80cm

条間

30cm

30cm

30cm

《慣行栽培》

《密植栽培》

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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東部保育園

出西保育園

　あい川保育園

荘原保育園

6
 

種
ま
き
か
ら
収
穫
・
籾
摺
り
ま
で
、
計
５
回
の

作
業
を
体
験
し
ま
す
。

●
種
ま
き

　
５
月
上
旬
育
苗
箱
に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
種
の
ま
き
方
を
教
わ
っ
た
後
、

床
土
を
敷
い
た
育
苗
箱
を
園
児
み
ん
な
で
囲

み
、
少
し
だ
け
白
い
芽
を
の
ぞ
か
せ
た
「
き

ぬ
む
す
め
」
の
種
籾
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
美
味

し
く
な
〜
れ
！
」
と
た
っ
ぷ
り
の
水
を
か
け
、

種
が
隠
れ
る
よ
う
丁
寧
に
土
を
か
け
ま
し
た
。

●
代
掻
き

　
下
旬
に
は
田
植
え
の
準
備
と
し
て
「
代
掻

き
」
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
泥
遊
び
が

大
好
き
。「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
楽
し
い
」「
冷
た

く
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ひ
じ
の
上
ま
で
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
バ
ケ
ツ
の

底
ま
で
手
を
入
れ
て
、
丁
寧
に
土
の
塊
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。

★
園
児
た
ち
の

　
　
　
　農
業
体
験
★

　
今
年
も
バ
ケ
ツ
稲
作
り

　
　
　
　
　
　
　
に
挑
戦
！

　
今
年
も
荘
原
保
育
園
・
東
部
保
育
園
で
年

長
組
の
園
児
た
ち
に
よ
る
、
バ
ケ
ツ
稲
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
作
り
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
す
す

め
る
「
食
農
教
育
」
の
一
環
で
、
農
業
を
身

近
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
想
い
を
込
め
、
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
と
土
だ
け
を
用
意
し
、園
児
た
ち
は
、

 

   

　
枝
豆
の
種
を
ま
い
た
よ

　
14
日
、
出
西
保
育
園
と
あ
い
川
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指

導
の
も
と
、
枝
豆
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ
Ａ
の
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
農
業
に
親
し
み
、
作
物
を
植

え
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
よ
り
、「
食
べ
る
と
甘
い
『
湯

あ
が
り
娘
』
と
い
う
枝
豆
専
用
の
種
を
ま
き

ま
す
。
６
月
末
に
は
紫
色
の
小
さ
い
花
が
咲

き
ま
す
。
８
月
に
は
収
穫
を
迎
え
る
の
で
み

ん
な
で
楽
し
み
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。」
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
園
児
た
ち
は
一
列
に

な
っ
て
並
び
、
丁
寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
後
、「
毎
日
た
っ
ぷ
り
水

や
り
を
し
て
、
芽
が
出
て
か
ら
大
き
く
な
る

ま
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
す
る
か
み
ん
な

で
観
察
し
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
じ
ょ
う
ろ
い
っ
ぱ
い
に

水
を
汲
ん
で
順
番
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
か
け
、

８
月
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
あ
い
川
保
育
園
で
は
、
枝
豆
の

ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
葉
っ
ぱ
の
根
元
か
ら

イ
モ
に
な
る
根
が
出
る
の
で
、
茎
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
植
え
て
、
土
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
上
手
な
植
え
方
の
説
明
を
受

け
、
穴
を
掘
り
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
斐
川
バ
ラ
の

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
５
月
17
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
斐
川
町

内
の
バ
ラ
の
愛
好
家
自
宅
の
バ
ラ
園
８
カ
所

を
開
放
し
、「
斐
川
バ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
斐
川
バ
ラ

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
（
福
島

博
代
表
）
が
２
０
１
６
年
か
ら
企
画
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
久
木
地
区
美
南
の
藤
江
健
さ
ん
の
バ
ラ
園

で
は
、
家
の
庭
と
畑
に
手
入
れ
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
バ
ラ
が
出
迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
女

性
が
品
種
改
良
し
た
と
い
う
香
り
の
高
い
バ

ラ
や
、
７
つ
の
品
種
の
バ
ラ
を
接
木
し
た
株

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
バ
ラ
園
に
は
、
華

や
か
な
色
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
約
１
９
０
も

の
品
種
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
え
間
な
く
来
客

が
あ
り
、
園
主
の
藤
江
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く

の
休
日
に
は
雨
や
強
風
が
多
く
残
念
だ
っ
た

が
、
そ
の
分
平
日
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
い
た
」
と
、
丹
精
込
め
て
育

て
た
バ
ラ
の
前
で
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
貴
な
バ
ラ
の
香
り
が
立
ち
込
め
る
中
訪

れ
た
親
子
は
、「
去
年
も
観
に
来
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
き
れ
い
な
バ
ラ
に
心
が
癒
さ
れ
ま

す
」
と
、
穏
や
か
な
午
後
を
満
喫
し
た
様
子

で
し
た
。

低
コ
ス
ト
農
業
の
広
が
り

 

水
稲
乾
田
直
播
作
業
始
ま
る

　
３
月
に
水
稲
乾
田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
大
型
農
家
間
で
最
新
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
内
の
各
地
で
は
４
月
中
旬
頃
か

ら
作
業
が
始
ま
り
、
伊
波
野
地
区
の
圃
場
で

は
有
限
会
社
黒
田
農
場
が
播
種
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
約
４
ha
の
乾
田
直
播
を
実

施
し
、
今
年
度
は
22 

ha
と
大
幅
に
増
や
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
均
平
に
さ
れ
た
圃
場
で
は
、
先
行
し
て
９

連
の
播
種
機
を
装
着
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
、
一
気
に
播
種
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
を
追
っ
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー

ラ
ー
を
装
着
し
た
２
機
目
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、

鎮
圧
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
鎮
圧
作
業
は
、

乾
田
直
播
の
場
合
水
分
が
無
い
た
め
、
種
子

を
発
芽
さ
せ
る
た
め
に
土
壌
と
密
着
さ
せ
て
、

下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
土
壌
水
分
を
種
子
に

順
調
に
供
給
さ
せ
る
た
め
の
、
重
要
な
作
業

で
す
。

　
斐
川
地
区
内
で
は
、
主
食
用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ・

飼
料
用
米
で
直
播
が
広
が
り
、７
年
産
は
「
湛

水
直
播
」
も
１
３
６
ha
で
取
り
組
ま
れ
、
前

年
対
比
１
７
２
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
乾
田
直
播
に
取
り
組
む
面
積
も

大
幅
に
増
え
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
る
作
業
時
間
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
全
職
員
挙
げ
て

　
　
農
作
業
支
援
を
!!

　
水
稲
苗
を
生
産
圃
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
直
接
配
達

　
５
月
16
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ａ
職
員

が
水
稲
苗
の
配
達
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
配
達
の
ピ
ー
ク
は
第
３
・
第
４
の
土
日
で
、

17
日
は
小
雨
の
降
る
中
早
朝
６
時
半
よ
り
７

組
14
名
の
職
員
が
集
合
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

原
営
農
企
画
課
長
か
ら
「
生
産
者
と
ふ
れ
あ

え
る
よ
い
機
会
で
、
高
評
価
を
得
て
い
る
重

要
な
事
業
で
す
。
配
達
場
所
を
間
違
え
な
い

よ
う
、
安
全
か
つ
丁
寧
に
苗
を
配
達
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
苗
を

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
各
生
産
者
の
圃
場
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
兼
業
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
家

組
合
員
の
農
作
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
農
作
業
支
援
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
組
合
員
と
直
接
ふ
れ
あ
い
の

場
を
持
つ
こ
と
、
農
家
の
労
力
低
減
を
図
る

こ
と
、
ま
た
苗
の
安
定
供
給
に
資
す
る
た
め
、

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
苗
の
配
達
業
務
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
約
４
万
６
千
箱

の
注
文
が
あ
り
、
う
ち
約
２
万
枚
を
職
員
が

配
達
し
ま
す
。
田
植
え
ピ
ー
ク
時
に
は
７
組

の
班
が
手
分
け
し
て
、
利
用
者
が
指
定
す
る

圃
場
へ
順
次
３
往
復
に
分
け
て
直
接
配
達
し
、

田
植
え
後
の
育
苗
箱
も
回
収
し
ま
す
。

　
第
18
回
斐
川
町

　
　
ハ
ト
ム
ギ
部
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会
開
催

　
４
月
22
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
斐
川

町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
森
脇
康
博
部
会
長
、
10

生
産
者
）
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
栽
培
技
術
向
上
・
生
産
意
欲
向
上

に
向
け
て
「
令
和
６
年
産
優
績
者
表
彰
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
①
栽
培
面
積
②
平
均
単
収

③
品
質
（
歩
留
）
で
評
価
さ
れ
、
高
温
に
よ

る
収
量
低
下
や
害
虫
の
多
発
な
ど
厳
し
い
環

境
の
中
、
最
優
秀
賞
に
（
農
）
求
院
ま
め

な
か
フ
ァ
ー
ム
（
２
年
連
続
）、
優
秀
賞
に

（
農
）フ
ァ
ー
ム
新
田
下・（
農
）と
び
か
み（
３

年
連
続
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
は
48 

ha
の
作
付
予
定
で
、
約

90
ト
ン
の
収
量
を
見
込
ん
で
お
り
、
総
会
で

は
、
害
虫
予
察
に
よ
る
適
期
防
除
、
栽
培
技

術
の
向
上
や
販
売
面
の
取
組
み
強
化
等
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
が
改
選
さ
れ
、
部
会
長
に
は
現

森
脇
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
品
質
の

　
　
大
豆
生
産
を
目
指
し
て

　
７
年
産
栽
培
講
習
会
と

　
　
６
年
産
共
励
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
式
開
催

　
５
月
13
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７

年
産
大
豆
栽
培
講
習
会
に
併
せ
、
令
和
６
年
産

大
豆
共
励
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
産
は
、
大
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
や
夏

の
高
温
の
影
響
、
ま
た
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

カ
メ
ム
シ
の
加
害
な
ど
に
よ
り
収
量
・
品
質

低
下
を
招
き
、
総
じ
て
厳
し
い
生
育
概
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
に
は
（
農
）
碇
下

フ
ァ
ー
ム
、優
秀
賞
に
は
（
農
）
か
わ
ひ
が
し
・

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
新
田
下
、優
良
賞
に
は
（
農
）

ふ
く
ど
み
・（
農
）
は
ら
フ
ァ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
、①
平
均
単
収
②
栽
培
面
積

③
上
位
等
級
割
合
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
入
賞
者

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
栽
培
品
種
を
全
面
的

に
切
り
替
え
た
」「
播
種
時
期
を
完
全
に
梅
雨

が
明
け
た
７
月
後
半
に
ず
ら
し
た
」「
雑
草
・

病
害
虫
の
徹
底
防
除
」「
猛
暑
下
の
徹
底
灌
水
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
年
産
は
、
１
９
５
ha
の
作
付
予
定
で
３

０
０
ト
ン
の
収
量
を
見
込
み
、
単
収
２
５
０

kg
／
10
a
、
１
〜
２
等
級
比
率
80
％
以
上
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
会
で
は
、
良
品
質
・
安
定
生
産

に
向
け
、
適
期
作
業
・
排
水
対
策
や
雑
草
・

病
害
虫
の
適
期
防
除
な
ど
栽
培
技
術
の
ポ
イ

ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

面
積
の
拡
大
と
持
続
可
能
な

　
儲
け
る
農
業
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
野
菜
部
会
定
期

　
　
　
　
　
　 

総
会
の
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
野
菜
部
会
は
５
月
20
日

上
直
江
地
区
の
華
満
で
、
来
賓
に
県
・
市
の

関
係
機
関
や
市
場
関
係
者
ら
を
迎
え
、
第
49

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
あ
た
り
、
江
角
典
広
部
会
長
よ
り

「
長
期
間
の
高
温
や
集
中
豪
雨
、
そ
の
後
の

長
期
間
の
乾
燥
や
気
温
低
下
な
ど
極
端
な
気

象
変
化
で
、
品
質
や
収
量
が
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
」
一
方
で
「
品
不
足
と
景

気
回
復
に
よ
り
販
売
単
価
が
上
昇
し
、
販
売

高
は
悲
願
の
１
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
１

億
５
千
万
円
を
超
え
る
（
対
前
年
比
１
７

４
％
）
結
果
と
な
っ
た
」
と
、
令
和
６
年
産

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
玉
ね
ぎ
の
面
積
拡
大
に
向
け
た
機

械
化
体
系
の
確
立
が
評
価
さ
れ
、
出
雲
市
市

政
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
野
菜

部
会
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
収
穫
が

始
ま
る
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
触
れ
、「
天
候
の
具

合
で
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
み
ら
れ
、
高
単

価
が
期
待
で
き
る
」
と
の
情
勢
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
部
会
活
動
の
強
化
の
も
と
、

販
売
力
の
強
化
・
生
産
技
術
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
功
労
者
表
彰
の
お
披
露
目

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
の
よ

ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
生
産
面

積
の
拡
大
な
ど
特
産
振
興
や
収
益
の
拡
大
に

向
け
、
部
会
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ

12



ニュース トピックス

ニュース トピックス

ニュース トピックス

東部保育園

出西保育園

　あい川保育園

荘原保育園
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種
ま
き
か
ら
収
穫
・
籾
摺
り
ま
で
、
計
５
回
の

作
業
を
体
験
し
ま
す
。

●
種
ま
き

　
５
月
上
旬
育
苗
箱
に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
種
の
ま
き
方
を
教
わ
っ
た
後
、

床
土
を
敷
い
た
育
苗
箱
を
園
児
み
ん
な
で
囲

み
、
少
し
だ
け
白
い
芽
を
の
ぞ
か
せ
た
「
き

ぬ
む
す
め
」
の
種
籾
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
美
味

し
く
な
〜
れ
！
」
と
た
っ
ぷ
り
の
水
を
か
け
、

種
が
隠
れ
る
よ
う
丁
寧
に
土
を
か
け
ま
し
た
。

●
代
掻
き

　
下
旬
に
は
田
植
え
の
準
備
と
し
て
「
代
掻

き
」
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
泥
遊
び
が

大
好
き
。「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
楽
し
い
」「
冷
た

く
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ひ
じ
の
上
ま
で
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
バ
ケ
ツ
の

底
ま
で
手
を
入
れ
て
、
丁
寧
に
土
の
塊
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。

★
園
児
た
ち
の

　
　
　
　農
業
体
験
★

　
今
年
も
バ
ケ
ツ
稲
作
り

　
　
　
　
　
　
　
に
挑
戦
！

　
今
年
も
荘
原
保
育
園
・
東
部
保
育
園
で
年

長
組
の
園
児
た
ち
に
よ
る
、
バ
ケ
ツ
稲
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
作
り
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
す
す

め
る
「
食
農
教
育
」
の
一
環
で
、
農
業
を
身

近
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
想
い
を
込
め
、
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
と
土
だ
け
を
用
意
し
、園
児
た
ち
は
、

 

   

　
枝
豆
の
種
を
ま
い
た
よ

　
14
日
、
出
西
保
育
園
と
あ
い
川
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指

導
の
も
と
、
枝
豆
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ
Ａ
の
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
農
業
に
親
し
み
、
作
物
を
植

え
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
よ
り
、「
食
べ
る
と
甘
い
『
湯

あ
が
り
娘
』
と
い
う
枝
豆
専
用
の
種
を
ま
き

ま
す
。
６
月
末
に
は
紫
色
の
小
さ
い
花
が
咲

き
ま
す
。
８
月
に
は
収
穫
を
迎
え
る
の
で
み

ん
な
で
楽
し
み
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。」
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
園
児
た
ち
は
一
列
に

な
っ
て
並
び
、
丁
寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
後
、「
毎
日
た
っ
ぷ
り
水

や
り
を
し
て
、
芽
が
出
て
か
ら
大
き
く
な
る

ま
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
す
る
か
み
ん
な

で
観
察
し
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
じ
ょ
う
ろ
い
っ
ぱ
い
に

水
を
汲
ん
で
順
番
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
か
け
、

８
月
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
あ
い
川
保
育
園
で
は
、
枝
豆
の

ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
葉
っ
ぱ
の
根
元
か
ら

イ
モ
に
な
る
根
が
出
る
の
で
、
茎
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
植
え
て
、
土
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
上
手
な
植
え
方
の
説
明
を
受

け
、
穴
を
掘
り
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
斐
川
バ
ラ
の

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
５
月
17
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
斐
川
町

内
の
バ
ラ
の
愛
好
家
自
宅
の
バ
ラ
園
８
カ
所

を
開
放
し
、「
斐
川
バ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
斐
川
バ
ラ

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
（
福
島

博
代
表
）
が
２
０
１
６
年
か
ら
企
画
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
久
木
地
区
美
南
の
藤
江
健
さ
ん
の
バ
ラ
園

で
は
、
家
の
庭
と
畑
に
手
入
れ
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
バ
ラ
が
出
迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
女

性
が
品
種
改
良
し
た
と
い
う
香
り
の
高
い
バ

ラ
や
、
７
つ
の
品
種
の
バ
ラ
を
接
木
し
た
株

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
バ
ラ
園
に
は
、
華

や
か
な
色
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
約
１
９
０
も

の
品
種
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
え
間
な
く
来
客

が
あ
り
、
園
主
の
藤
江
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く

の
休
日
に
は
雨
や
強
風
が
多
く
残
念
だ
っ
た

が
、
そ
の
分
平
日
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
い
た
」
と
、
丹
精
込
め
て
育

て
た
バ
ラ
の
前
で
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
貴
な
バ
ラ
の
香
り
が
立
ち
込
め
る
中
訪

れ
た
親
子
は
、「
去
年
も
観
に
来
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
き
れ
い
な
バ
ラ
に
心
が
癒
さ
れ
ま

す
」
と
、
穏
や
か
な
午
後
を
満
喫
し
た
様
子

で
し
た
。

低
コ
ス
ト
農
業
の
広
が
り

 

水
稲
乾
田
直
播
作
業
始
ま
る

　
３
月
に
水
稲
乾
田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
大
型
農
家
間
で
最
新
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
内
の
各
地
で
は
４
月
中
旬
頃
か

ら
作
業
が
始
ま
り
、
伊
波
野
地
区
の
圃
場
で

は
有
限
会
社
黒
田
農
場
が
播
種
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
約
４
ha
の
乾
田
直
播
を
実

施
し
、
今
年
度
は
22 

ha
と
大
幅
に
増
や
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
均
平
に
さ
れ
た
圃
場
で
は
、
先
行
し
て
９

連
の
播
種
機
を
装
着
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
、
一
気
に
播
種
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
を
追
っ
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー

ラ
ー
を
装
着
し
た
２
機
目
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、

鎮
圧
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
鎮
圧
作
業
は
、

乾
田
直
播
の
場
合
水
分
が
無
い
た
め
、
種
子

を
発
芽
さ
せ
る
た
め
に
土
壌
と
密
着
さ
せ
て
、

下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
土
壌
水
分
を
種
子
に

順
調
に
供
給
さ
せ
る
た
め
の
、
重
要
な
作
業

で
す
。

　
斐
川
地
区
内
で
は
、
主
食
用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ・

飼
料
用
米
で
直
播
が
広
が
り
、７
年
産
は
「
湛

水
直
播
」
も
１
３
６
ha
で
取
り
組
ま
れ
、
前

年
対
比
１
７
２
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
乾
田
直
播
に
取
り
組
む
面
積
も

大
幅
に
増
え
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
る
作
業
時
間
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
全
職
員
挙
げ
て

　
　
農
作
業
支
援
を
!!

　
水
稲
苗
を
生
産
圃
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
直
接
配
達

　
５
月
16
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ａ
職
員

が
水
稲
苗
の
配
達
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
配
達
の
ピ
ー
ク
は
第
３
・
第
４
の
土
日
で
、

17
日
は
小
雨
の
降
る
中
早
朝
６
時
半
よ
り
７

組
14
名
の
職
員
が
集
合
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

原
営
農
企
画
課
長
か
ら
「
生
産
者
と
ふ
れ
あ

え
る
よ
い
機
会
で
、
高
評
価
を
得
て
い
る
重

要
な
事
業
で
す
。
配
達
場
所
を
間
違
え
な
い

よ
う
、
安
全
か
つ
丁
寧
に
苗
を
配
達
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
苗
を

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
各
生
産
者
の
圃
場
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
兼
業
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
家

組
合
員
の
農
作
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
農
作
業
支
援
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
組
合
員
と
直
接
ふ
れ
あ
い
の

場
を
持
つ
こ
と
、
農
家
の
労
力
低
減
を
図
る

こ
と
、
ま
た
苗
の
安
定
供
給
に
資
す
る
た
め
、

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
苗
の
配
達
業
務
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
約
４
万
６
千
箱

の
注
文
が
あ
り
、
う
ち
約
２
万
枚
を
職
員
が

配
達
し
ま
す
。
田
植
え
ピ
ー
ク
時
に
は
７
組

の
班
が
手
分
け
し
て
、
利
用
者
が
指
定
す
る

圃
場
へ
順
次
３
往
復
に
分
け
て
直
接
配
達
し
、

田
植
え
後
の
育
苗
箱
も
回
収
し
ま
す
。

　
第
18
回
斐
川
町

　
　
ハ
ト
ム
ギ
部
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会
開
催

　
４
月
22
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
斐
川

町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
森
脇
康
博
部
会
長
、
10

生
産
者
）
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
栽
培
技
術
向
上
・
生
産
意
欲
向
上

に
向
け
て
「
令
和
６
年
産
優
績
者
表
彰
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
①
栽
培
面
積
②
平
均
単
収

③
品
質
（
歩
留
）
で
評
価
さ
れ
、
高
温
に
よ

る
収
量
低
下
や
害
虫
の
多
発
な
ど
厳
し
い
環

境
の
中
、
最
優
秀
賞
に
（
農
）
求
院
ま
め

な
か
フ
ァ
ー
ム
（
２
年
連
続
）、
優
秀
賞
に

（
農
）フ
ァ
ー
ム
新
田
下・（
農
）と
び
か
み（
３

年
連
続
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
は
48 

ha
の
作
付
予
定
で
、
約

90
ト
ン
の
収
量
を
見
込
ん
で
お
り
、
総
会
で

は
、
害
虫
予
察
に
よ
る
適
期
防
除
、
栽
培
技

術
の
向
上
や
販
売
面
の
取
組
み
強
化
等
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
が
改
選
さ
れ
、
部
会
長
に
は
現

森
脇
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
品
質
の

　
　
大
豆
生
産
を
目
指
し
て

　
７
年
産
栽
培
講
習
会
と

　
　
６
年
産
共
励
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
式
開
催

　
５
月
13
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７

年
産
大
豆
栽
培
講
習
会
に
併
せ
、
令
和
６
年
産

大
豆
共
励
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
産
は
、
大
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
や
夏

の
高
温
の
影
響
、
ま
た
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

カ
メ
ム
シ
の
加
害
な
ど
に
よ
り
収
量
・
品
質

低
下
を
招
き
、
総
じ
て
厳
し
い
生
育
概
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
に
は
（
農
）
碇
下

フ
ァ
ー
ム
、優
秀
賞
に
は
（
農
）
か
わ
ひ
が
し
・

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
新
田
下
、優
良
賞
に
は
（
農
）

ふ
く
ど
み
・（
農
）
は
ら
フ
ァ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
、①
平
均
単
収
②
栽
培
面
積

③
上
位
等
級
割
合
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
入
賞
者

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
栽
培
品
種
を
全
面
的

に
切
り
替
え
た
」「
播
種
時
期
を
完
全
に
梅
雨

が
明
け
た
７
月
後
半
に
ず
ら
し
た
」「
雑
草
・

病
害
虫
の
徹
底
防
除
」「
猛
暑
下
の
徹
底
灌
水
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
年
産
は
、
１
９
５
ha
の
作
付
予
定
で
３

０
０
ト
ン
の
収
量
を
見
込
み
、
単
収
２
５
０

kg
／
10
a
、
１
〜
２
等
級
比
率
80
％
以
上
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
会
で
は
、
良
品
質
・
安
定
生
産

に
向
け
、
適
期
作
業
・
排
水
対
策
や
雑
草
・

病
害
虫
の
適
期
防
除
な
ど
栽
培
技
術
の
ポ
イ

ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

面
積
の
拡
大
と
持
続
可
能
な

　
儲
け
る
農
業
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
野
菜
部
会
定
期

　
　
　
　
　
　 

総
会
の
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
野
菜
部
会
は
５
月
20
日

上
直
江
地
区
の
華
満
で
、
来
賓
に
県
・
市
の

関
係
機
関
や
市
場
関
係
者
ら
を
迎
え
、
第
49

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
あ
た
り
、
江
角
典
広
部
会
長
よ
り

「
長
期
間
の
高
温
や
集
中
豪
雨
、
そ
の
後
の

長
期
間
の
乾
燥
や
気
温
低
下
な
ど
極
端
な
気

象
変
化
で
、
品
質
や
収
量
が
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
」
一
方
で
「
品
不
足
と
景

気
回
復
に
よ
り
販
売
単
価
が
上
昇
し
、
販
売

高
は
悲
願
の
１
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
１

億
５
千
万
円
を
超
え
る
（
対
前
年
比
１
７

４
％
）
結
果
と
な
っ
た
」
と
、
令
和
６
年
産

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
玉
ね
ぎ
の
面
積
拡
大
に
向
け
た
機

械
化
体
系
の
確
立
が
評
価
さ
れ
、
出
雲
市
市

政
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
野
菜

部
会
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
収
穫
が

始
ま
る
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
触
れ
、「
天
候
の
具

合
で
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
み
ら
れ
、
高
単

価
が
期
待
で
き
る
」
と
の
情
勢
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
部
会
活
動
の
強
化
の
も
と
、

販
売
力
の
強
化
・
生
産
技
術
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
功
労
者
表
彰
の
お
披
露
目

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
の
よ

ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
生
産
面

積
の
拡
大
な
ど
特
産
振
興
や
収
益
の
拡
大
に

向
け
、
部
会
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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種
ま
き
か
ら
収
穫
・
籾
摺
り
ま
で
、
計
５
回
の

作
業
を
体
験
し
ま
す
。

●
種
ま
き

　
５
月
上
旬
育
苗
箱
に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
種
の
ま
き
方
を
教
わ
っ
た
後
、

床
土
を
敷
い
た
育
苗
箱
を
園
児
み
ん
な
で
囲

み
、
少
し
だ
け
白
い
芽
を
の
ぞ
か
せ
た
「
き

ぬ
む
す
め
」
の
種
籾
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
美
味

し
く
な
〜
れ
！
」
と
た
っ
ぷ
り
の
水
を
か
け
、

種
が
隠
れ
る
よ
う
丁
寧
に
土
を
か
け
ま
し
た
。

●
代
掻
き

　
下
旬
に
は
田
植
え
の
準
備
と
し
て
「
代
掻

き
」
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
泥
遊
び
が

大
好
き
。「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
楽
し
い
」「
冷
た

く
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ひ
じ
の
上
ま
で
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
バ
ケ
ツ
の

底
ま
で
手
を
入
れ
て
、
丁
寧
に
土
の
塊
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。

★
園
児
た
ち
の

　
　
　
　農
業
体
験
★

　
今
年
も
バ
ケ
ツ
稲
作
り

　
　
　
　
　
　
　
に
挑
戦
！

　
今
年
も
荘
原
保
育
園
・
東
部
保
育
園
で
年

長
組
の
園
児
た
ち
に
よ
る
、
バ
ケ
ツ
稲
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
作
り
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
す
す

め
る
「
食
農
教
育
」
の
一
環
で
、
農
業
を
身

近
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
想
い
を
込
め
、
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
と
土
だ
け
を
用
意
し
、園
児
た
ち
は
、

　
枝
豆
の
種
を
ま
い
た
よ

　
14
日
、
出
西
保
育
園
と
あ
い
川
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指

導
の
も
と
、
枝
豆
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ
Ａ
の
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
農
業
に
親
し
み
、
作
物
を
植

え
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
よ
り
、「
食
べ
る
と
甘
い
『
湯

あ
が
り
娘
』
と
い
う
枝
豆
専
用
の
種
を
ま
き

ま
す
。
６
月
末
に
は
紫
色
の
小
さ
い
花
が
咲

き
ま
す
。
８
月
に
は
収
穫
を
迎
え
る
の
で
み

ん
な
で
楽
し
み
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。」
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
園
児
た
ち
は
一
列
に

な
っ
て
並
び
、
丁
寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
後
、「
毎
日
た
っ
ぷ
り
水

や
り
を
し
て
、
芽
が
出
て
か
ら
大
き
く
な
る

ま
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
す
る
か
み
ん
な

で
観
察
し
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
じ
ょ
う
ろ
い
っ
ぱ
い
に

水
を
汲
ん
で
順
番
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
か
け
、

８
月
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
あ
い
川
保
育
園
で
は
、
枝
豆
の

ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
葉
っ
ぱ
の
根
元
か
ら

イ
モ
に
な
る
根
が
出
る
の
で
、
茎
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
植
え
て
、
土
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
上
手
な
植
え
方
の
説
明
を
受

け
、
穴
を
掘
り
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
斐
川
バ
ラ
の

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
５
月
17
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
斐
川
町

内
の
バ
ラ
の
愛
好
家
自
宅
の
バ
ラ
園
８
カ
所

を
開
放
し
、「
斐
川
バ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
斐
川
バ
ラ

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
（
福
島

博
代
表
）
が
２
０
１
６
年
か
ら
企
画
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
久
木
地
区
美
南
の
藤
江
健
さ
ん
の
バ
ラ
園

で
は
、
家
の
庭
と
畑
に
手
入
れ
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
バ
ラ
が
出
迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
女

性
が
品
種
改
良
し
た
と
い
う
香
り
の
高
い
バ

ラ
や
、
７
つ
の
品
種
の
バ
ラ
を
接
木
し
た
株

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
バ
ラ
園
に
は
、
華

や
か
な
色
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
約
１
９
０
も

の
品
種
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
え
間
な
く
来
客

が
あ
り
、
園
主
の
藤
江
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く

の
休
日
に
は
雨
や
強
風
が
多
く
残
念
だ
っ
た

が
、
そ
の
分
平
日
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
い
た
」
と
、
丹
精
込
め
て
育

て
た
バ
ラ
の
前
で
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
貴
な
バ
ラ
の
香
り
が
立
ち
込
め
る
中
訪

れ
た
親
子
は
、「
去
年
も
観
に
来
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
き
れ
い
な
バ
ラ
に
心
が
癒
さ
れ
ま

す
」
と
、
穏
や
か
な
午
後
を
満
喫
し
た
様
子

で
し
た
。

低
コ
ス
ト
農
業
の
広
が
り

 
水
稲
乾
田
直
播
作
業
始
ま
る

　
３
月
に
水
稲
乾
田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
大
型
農
家
間
で
最
新
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
内
の
各
地
で
は
４
月
中
旬
頃
か

ら
作
業
が
始
ま
り
、
伊
波
野
地
区
の
圃
場
で

は
有
限
会
社
黒
田
農
場
が
播
種
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
約
４
ha
の
乾
田
直
播
を
実

施
し
、
今
年
度
は
22 

ha
と
大
幅
に
増
や
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
均
平
に
さ
れ
た
圃
場
で
は
、
先
行
し
て
９

連
の
播
種
機
を
装
着
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
、
一
気
に
播
種
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
を
追
っ
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー

ラ
ー
を
装
着
し
た
２
機
目
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、

鎮
圧
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
鎮
圧
作
業
は
、

乾
田
直
播
の
場
合
水
分
が
無
い
た
め
、
種
子

を
発
芽
さ
せ
る
た
め
に
土
壌
と
密
着
さ
せ
て
、

下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
土
壌
水
分
を
種
子
に

順
調
に
供
給
さ
せ
る
た
め
の
、
重
要
な
作
業

で
す
。

　
斐
川
地
区
内
で
は
、
主
食
用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ・

飼
料
用
米
で
直
播
が
広
が
り
、７
年
産
は
「
湛

水
直
播
」
も
１
３
６
ha
で
取
り
組
ま
れ
、
前

年
対
比
１
７
２
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
乾
田
直
播
に
取
り
組
む
面
積
も

大
幅
に
増
え
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
る
作
業
時
間
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
全
職
員
挙
げ
て

　
　
農
作
業
支
援
を
!!

　
水
稲
苗
を
生
産
圃
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
直
接
配
達

　
５
月
16
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ａ
職
員

が
水
稲
苗
の
配
達
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
配
達
の
ピ
ー
ク
は
第
３
・
第
４
の
土
日
で
、

17
日
は
小
雨
の
降
る
中
早
朝
６
時
半
よ
り
７

組
14
名
の
職
員
が
集
合
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

原
営
農
企
画
課
長
か
ら
「
生
産
者
と
ふ
れ
あ

え
る
よ
い
機
会
で
、
高
評
価
を
得
て
い
る
重

要
な
事
業
で
す
。
配
達
場
所
を
間
違
え
な
い

よ
う
、
安
全
か
つ
丁
寧
に
苗
を
配
達
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
苗
を

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
各
生
産
者
の
圃
場
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
兼
業
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
家

組
合
員
の
農
作
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
農
作
業
支
援
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
組
合
員
と
直
接
ふ
れ
あ
い
の

場
を
持
つ
こ
と
、
農
家
の
労
力
低
減
を
図
る

こ
と
、
ま
た
苗
の
安
定
供
給
に
資
す
る
た
め
、

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
苗
の
配
達
業
務
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
約
４
万
６
千
箱

の
注
文
が
あ
り
、
う
ち
約
２
万
枚
を
職
員
が

配
達
し
ま
す
。
田
植
え
ピ
ー
ク
時
に
は
７
組

の
班
が
手
分
け
し
て
、
利
用
者
が
指
定
す
る

圃
場
へ
順
次
３
往
復
に
分
け
て
直
接
配
達
し
、

田
植
え
後
の
育
苗
箱
も
回
収
し
ま
す
。

　
第
18
回
斐
川
町

　
　
ハ
ト
ム
ギ
部
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会
開
催

　
４
月
22
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
斐
川

町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
森
脇
康
博
部
会
長
、
10

生
産
者
）
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
栽
培
技
術
向
上
・
生
産
意
欲
向
上

に
向
け
て
「
令
和
６
年
産
優
績
者
表
彰
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
①
栽
培
面
積
②
平
均
単
収

③
品
質
（
歩
留
）
で
評
価
さ
れ
、
高
温
に
よ

る
収
量
低
下
や
害
虫
の
多
発
な
ど
厳
し
い
環

境
の
中
、
最
優
秀
賞
に
（
農
）
求
院
ま
め

な
か
フ
ァ
ー
ム
（
２
年
連
続
）、
優
秀
賞
に

（
農
）フ
ァ
ー
ム
新
田
下・（
農
）と
び
か
み（
３

年
連
続
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
は
48 

ha
の
作
付
予
定
で
、
約

90
ト
ン
の
収
量
を
見
込
ん
で
お
り
、
総
会
で

は
、
害
虫
予
察
に
よ
る
適
期
防
除
、
栽
培
技

術
の
向
上
や
販
売
面
の
取
組
み
強
化
等
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
が
改
選
さ
れ
、
部
会
長
に
は
現

森
脇
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
品
質
の

　
　
大
豆
生
産
を
目
指
し
て

　
７
年
産
栽
培
講
習
会
と

　
　
６
年
産
共
励
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
式
開
催

　
５
月
13
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７

年
産
大
豆
栽
培
講
習
会
に
併
せ
、
令
和
６
年
産

大
豆
共
励
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
産
は
、
大
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
や
夏

の
高
温
の
影
響
、
ま
た
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

カ
メ
ム
シ
の
加
害
な
ど
に
よ
り
収
量
・
品
質

低
下
を
招
き
、
総
じ
て
厳
し
い
生
育
概
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
に
は
（
農
）
碇
下

フ
ァ
ー
ム
、優
秀
賞
に
は
（
農
）
か
わ
ひ
が
し
・

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
新
田
下
、優
良
賞
に
は
（
農
）

ふ
く
ど
み
・（
農
）
は
ら
フ
ァ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
、①
平
均
単
収
②
栽
培
面
積

③
上
位
等
級
割
合
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
入
賞
者

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
栽
培
品
種
を
全
面
的

に
切
り
替
え
た
」「
播
種
時
期
を
完
全
に
梅
雨

が
明
け
た
７
月
後
半
に
ず
ら
し
た
」「
雑
草
・

病
害
虫
の
徹
底
防
除
」「
猛
暑
下
の
徹
底
灌
水
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
年
産
は
、
１
９
５
ha
の
作
付
予
定
で
３

０
０
ト
ン
の
収
量
を
見
込
み
、
単
収
２
５
０

kg
／
10
a
、
１
〜
２
等
級
比
率
80
％
以
上
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
会
で
は
、
良
品
質
・
安
定
生
産

に
向
け
、
適
期
作
業
・
排
水
対
策
や
雑
草
・

病
害
虫
の
適
期
防
除
な
ど
栽
培
技
術
の
ポ
イ

ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

面
積
の
拡
大
と
持
続
可
能
な

　
儲
け
る
農
業
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
野
菜
部
会
定
期

　
　
　
　
　
　 

総
会
の
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
野
菜
部
会
は
５
月
20
日

上
直
江
地
区
の
華
満
で
、
来
賓
に
県
・
市
の

関
係
機
関
や
市
場
関
係
者
ら
を
迎
え
、
第
49

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
あ
た
り
、
江
角
典
広
部
会
長
よ
り

「
長
期
間
の
高
温
や
集
中
豪
雨
、
そ
の
後
の

長
期
間
の
乾
燥
や
気
温
低
下
な
ど
極
端
な
気

象
変
化
で
、
品
質
や
収
量
が
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
」
一
方
で
「
品
不
足
と
景

気
回
復
に
よ
り
販
売
単
価
が
上
昇
し
、
販
売

高
は
悲
願
の
１
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
１

億
５
千
万
円
を
超
え
る
（
対
前
年
比
１
７

４
％
）
結
果
と
な
っ
た
」
と
、
令
和
６
年
産

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
玉
ね
ぎ
の
面
積
拡
大
に
向
け
た
機

械
化
体
系
の
確
立
が
評
価
さ
れ
、
出
雲
市
市

政
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
野
菜

部
会
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
収
穫
が

始
ま
る
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
触
れ
、「
天
候
の
具

合
で
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
み
ら
れ
、
高
単

価
が
期
待
で
き
る
」
と
の
情
勢
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
部
会
活
動
の
強
化
の
も
と
、

販
売
力
の
強
化
・
生
産
技
術
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
功
労
者
表
彰
の
お
披
露
目

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
の
よ

ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
生
産
面

積
の
拡
大
な
ど
特
産
振
興
や
収
益
の
拡
大
に

向
け
、
部
会
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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種
ま
き
か
ら
収
穫
・
籾
摺
り
ま
で
、
計
５
回
の

作
業
を
体
験
し
ま
す
。

●
種
ま
き

　
５
月
上
旬
育
苗
箱
に
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
種
の
ま
き
方
を
教
わ
っ
た
後
、

床
土
を
敷
い
た
育
苗
箱
を
園
児
み
ん
な
で
囲

み
、
少
し
だ
け
白
い
芽
を
の
ぞ
か
せ
た
「
き

ぬ
む
す
め
」
の
種
籾
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
お
お
き
く
な
〜
れ
！
美
味

し
く
な
〜
れ
！
」
と
た
っ
ぷ
り
の
水
を
か
け
、

種
が
隠
れ
る
よ
う
丁
寧
に
土
を
か
け
ま
し
た
。

●
代
掻
き

　
下
旬
に
は
田
植
え
の
準
備
と
し
て
「
代
掻

き
」
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
泥
遊
び
が

大
好
き
。「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
楽
し
い
」「
冷
た

く
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ひ
じ
の
上
ま
で
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
バ
ケ
ツ
の

底
ま
で
手
を
入
れ
て
、
丁
寧
に
土
の
塊
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。

★
園
児
た
ち
の

　
　
　
　農
業
体
験
★

　
今
年
も
バ
ケ
ツ
稲
作
り

　
　
　
　
　
　
　
に
挑
戦
！

　
今
年
も
荘
原
保
育
園
・
東
部
保
育
園
で
年

長
組
の
園
児
た
ち
に
よ
る
、
バ
ケ
ツ
稲
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
作
り
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
す
す

め
る
「
食
農
教
育
」
の
一
環
で
、
農
業
を
身

近
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
想
い
を
込
め
、
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
と
土
だ
け
を
用
意
し
、園
児
た
ち
は
、

　
枝
豆
の
種
を
ま
い
た
よ

　
14
日
、
出
西
保
育
園
と
あ
い
川
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指

導
の
も
と
、
枝
豆
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、Ｊ
Ａ
の
食
農
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
農
業
に
親
し
み
、
作
物
を
植

え
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
よ
り
、「
食
べ
る
と
甘
い
『
湯

あ
が
り
娘
』
と
い
う
枝
豆
専
用
の
種
を
ま
き

ま
す
。
６
月
末
に
は
紫
色
の
小
さ
い
花
が
咲

き
ま
す
。
８
月
に
は
収
穫
を
迎
え
る
の
で
み

ん
な
で
楽
し
み
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。」
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
園
児
た
ち
は
一
列
に

な
っ
て
並
び
、
丁
寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
後
、「
毎
日
た
っ
ぷ
り
水

や
り
を
し
て
、
芽
が
出
て
か
ら
大
き
く
な
る

ま
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
す
る
か
み
ん
な

で
観
察
し
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
じ
ょ
う
ろ
い
っ
ぱ
い
に

水
を
汲
ん
で
順
番
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
か
け
、

８
月
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
あ
い
川
保
育
園
で
は
、
枝
豆
の

ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
葉
っ
ぱ
の
根
元
か
ら

イ
モ
に
な
る
根
が
出
る
の
で
、
茎
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
植
え
て
、
土
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
上
手
な
植
え
方
の
説
明
を
受

け
、
穴
を
掘
り
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
斐
川
バ
ラ
の

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
５
月
17
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
斐
川
町

内
の
バ
ラ
の
愛
好
家
自
宅
の
バ
ラ
園
８
カ
所

を
開
放
し
、「
斐
川
バ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
斐
川
バ
ラ

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
（
福
島

博
代
表
）
が
２
０
１
６
年
か
ら
企
画
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
久
木
地
区
美
南
の
藤
江
健
さ
ん
の
バ
ラ
園

で
は
、
家
の
庭
と
畑
に
手
入
れ
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
バ
ラ
が
出
迎
え
ま
し
た
。
日
本
の
女

性
が
品
種
改
良
し
た
と
い
う
香
り
の
高
い
バ

ラ
や
、
７
つ
の
品
種
の
バ
ラ
を
接
木
し
た
株

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
バ
ラ
園
に
は
、
華

や
か
な
色
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
約
１
９
０
も

の
品
種
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
え
間
な
く
来
客

が
あ
り
、
園
主
の
藤
江
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く

の
休
日
に
は
雨
や
強
風
が
多
く
残
念
だ
っ
た

が
、
そ
の
分
平
日
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
い
た
」
と
、
丹
精
込
め
て
育

て
た
バ
ラ
の
前
で
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
貴
な
バ
ラ
の
香
り
が
立
ち
込
め
る
中
訪

れ
た
親
子
は
、「
去
年
も
観
に
来
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
き
れ
い
な
バ
ラ
に
心
が
癒
さ
れ
ま

す
」
と
、
穏
や
か
な
午
後
を
満
喫
し
た
様
子

で
し
た
。

低
コ
ス
ト
農
業
の
広
が
り

 

水
稲
乾
田
直
播
作
業
始
ま
る

　
３
月
に
水
稲
乾
田
直
播
栽
培
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
大
型
農
家
間
で
最
新
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
内
の
各
地
で
は
４
月
中
旬
頃
か

ら
作
業
が
始
ま
り
、
伊
波
野
地
区
の
圃
場
で

は
有
限
会
社
黒
田
農
場
が
播
種
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
約
４
ha
の
乾
田
直
播
を
実

施
し
、
今
年
度
は
22 

ha
と
大
幅
に
増
や
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
均
平
に
さ
れ
た
圃
場
で
は
、
先
行
し
て
９

連
の
播
種
機
を
装
着
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
、
一
気
に
播
種
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
を
追
っ
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー

ラ
ー
を
装
着
し
た
２
機
目
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、

鎮
圧
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
鎮
圧
作
業
は
、

乾
田
直
播
の
場
合
水
分
が
無
い
た
め
、
種
子

を
発
芽
さ
せ
る
た
め
に
土
壌
と
密
着
さ
せ
て
、

下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
土
壌
水
分
を
種
子
に

順
調
に
供
給
さ
せ
る
た
め
の
、
重
要
な
作
業

で
す
。

　
斐
川
地
区
内
で
は
、
主
食
用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ・

飼
料
用
米
で
直
播
が
広
が
り
、７
年
産
は
「
湛

水
直
播
」
も
１
３
６
ha
で
取
り
組
ま
れ
、
前

年
対
比
１
７
２
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
乾
田
直
播
に
取
り
組
む
面
積
も

大
幅
に
増
え
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
る
作
業
時
間
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
全
職
員
挙
げ
て

　
　
農
作
業
支
援
を
!!

　
水
稲
苗
を
生
産
圃
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
直
接
配
達

　
５
月
16
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ａ
職
員

が
水
稲
苗
の
配
達
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
配
達
の
ピ
ー
ク
は
第
３
・
第
４
の
土
日
で
、

17
日
は
小
雨
の
降
る
中
早
朝
６
時
半
よ
り
７

組
14
名
の
職
員
が
集
合
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

原
営
農
企
画
課
長
か
ら
「
生
産
者
と
ふ
れ
あ

え
る
よ
い
機
会
で
、
高
評
価
を
得
て
い
る
重

要
な
事
業
で
す
。
配
達
場
所
を
間
違
え
な
い

よ
う
、
安
全
か
つ
丁
寧
に
苗
を
配
達
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
苗
を

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
各
生
産
者
の
圃
場
へ

出
発
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
兼
業
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
家

組
合
員
の
農
作
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
農
作
業
支
援
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
組
合
員
と
直
接
ふ
れ
あ
い
の

場
を
持
つ
こ
と
、
農
家
の
労
力
低
減
を
図
る

こ
と
、
ま
た
苗
の
安
定
供
給
に
資
す
る
た
め
、

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
苗
の
配
達
業
務
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
約
４
万
６
千
箱

の
注
文
が
あ
り
、
う
ち
約
２
万
枚
を
職
員
が

配
達
し
ま
す
。
田
植
え
ピ
ー
ク
時
に
は
７
組

の
班
が
手
分
け
し
て
、
利
用
者
が
指
定
す
る

圃
場
へ
順
次
３
往
復
に
分
け
て
直
接
配
達
し
、

田
植
え
後
の
育
苗
箱
も
回
収
し
ま
す
。

　
第
18
回
斐
川
町

　
　
ハ
ト
ム
ギ
部
会

　
　
　
　
　
定
期
総
会
開
催

　
４
月
22
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
斐
川

町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
森
脇
康
博
部
会
長
、
10

生
産
者
）
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
栽
培
技
術
向
上
・
生
産
意
欲
向
上

に
向
け
て
「
令
和
６
年
産
優
績
者
表
彰
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
①
栽
培
面
積
②
平
均
単
収

③
品
質
（
歩
留
）
で
評
価
さ
れ
、
高
温
に
よ

る
収
量
低
下
や
害
虫
の
多
発
な
ど
厳
し
い
環

境
の
中
、
最
優
秀
賞
に
（
農
）
求
院
ま
め

な
か
フ
ァ
ー
ム
（
２
年
連
続
）、
優
秀
賞
に

（
農
）フ
ァ
ー
ム
新
田
下・（
農
）と
び
か
み（
３

年
連
続
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
産
は
48 

ha
の
作
付
予
定
で
、
約

90
ト
ン
の
収
量
を
見
込
ん
で
お
り
、
総
会
で

は
、
害
虫
予
察
に
よ
る
適
期
防
除
、
栽
培
技

術
の
向
上
や
販
売
面
の
取
組
み
強
化
等
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
員
が
改
選
さ
れ
、
部
会
長
に
は
現

森
脇
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
品
質
の

　
　
大
豆
生
産
を
目
指
し
て

　
７
年
産
栽
培
講
習
会
と

　
　
６
年
産
共
励
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
式
開
催

　
５
月
13
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７

年
産
大
豆
栽
培
講
習
会
に
併
せ
、
令
和
６
年
産

大
豆
共
励
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
産
は
、
大
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
や
夏

の
高
温
の
影
響
、
ま
た
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

カ
メ
ム
シ
の
加
害
な
ど
に
よ
り
収
量
・
品
質

低
下
を
招
き
、
総
じ
て
厳
し
い
生
育
概
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
に
は
（
農
）
碇
下

フ
ァ
ー
ム
、優
秀
賞
に
は
（
農
）
か
わ
ひ
が
し
・

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
新
田
下
、優
良
賞
に
は
（
農
）

ふ
く
ど
み
・（
農
）
は
ら
フ
ァ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
基
準
は
、①
平
均
単
収
②
栽
培
面
積

③
上
位
等
級
割
合
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
入
賞
者

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
栽
培
品
種
を
全
面
的

に
切
り
替
え
た
」「
播
種
時
期
を
完
全
に
梅
雨

が
明
け
た
７
月
後
半
に
ず
ら
し
た
」「
雑
草
・

病
害
虫
の
徹
底
防
除
」「
猛
暑
下
の
徹
底
灌
水
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
年
産
は
、
１
９
５
ha
の
作
付
予
定
で
３

０
０
ト
ン
の
収
量
を
見
込
み
、
単
収
２
５
０

kg
／
10
a
、
１
〜
２
等
級
比
率
80
％
以
上
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
栽
培
講
習
会
で
は
、
良
品
質
・
安
定
生
産

に
向
け
、
適
期
作
業
・
排
水
対
策
や
雑
草
・

病
害
虫
の
適
期
防
除
な
ど
栽
培
技
術
の
ポ
イ

ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

面
積
の
拡
大
と
持
続
可
能
な

　
儲
け
る
農
業
を
目
指
し
て

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
野
菜
部
会
定
期

　
　
　
　
　
　 

総
会
の
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
野
菜
部
会
は
５
月
20
日

上
直
江
地
区
の
華
満
で
、
来
賓
に
県
・
市
の

関
係
機
関
や
市
場
関
係
者
ら
を
迎
え
、
第
49

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
あ
た
り
、
江
角
典
広
部
会
長
よ
り

「
長
期
間
の
高
温
や
集
中
豪
雨
、
そ
の
後
の

長
期
間
の
乾
燥
や
気
温
低
下
な
ど
極
端
な
気

象
変
化
で
、
品
質
や
収
量
が
減
少
す
る
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
」
一
方
で
「
品
不
足
と
景

気
回
復
に
よ
り
販
売
単
価
が
上
昇
し
、
販
売

高
は
悲
願
の
１
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
１

億
５
千
万
円
を
超
え
る
（
対
前
年
比
１
７

４
％
）
結
果
と
な
っ
た
」
と
、
令
和
６
年
産

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
玉
ね
ぎ
の
面
積
拡
大
に
向
け
た
機

械
化
体
系
の
確
立
が
評
価
さ
れ
、
出
雲
市
市

政
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
野
菜

部
会
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
収
穫
が

始
ま
る
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
触
れ
、「
天
候
の
具

合
で
全
国
的
に
小
玉
傾
向
が
み
ら
れ
、
高
単

価
が
期
待
で
き
る
」
と
の
情
勢
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
部
会
活
動
の
強
化
の
も
と
、

販
売
力
の
強
化
・
生
産
技
術
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
功
労
者
表
彰
の
お
披
露
目

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
の
よ

ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
生
産
面

積
の
拡
大
な
ど
特
産
振
興
や
収
益
の
拡
大
に

向
け
、
部
会
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
共

有
し
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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